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○現況調査
・農業残渣等の地域資源の状況把握
・農業残渣等の地域資源の活用事例調査

○リサイクルプランの検討
・収集システムの検討に向けた現地調査
・リサイクルプランの概定

地域の特性（営農形態、距離等）を元に、地域資源と効果的な活用方法を組み
合わせた「地域資源リサイクルプラン」により意識改革、行動変容を図り、導入時
の課題、留意点等を整理した「手引き」により具体の検討を支援することで、地域
資源の最大活用を推進し、安定的な農業生産と環境負荷の軽減を両立すること
で、食料安全保障を支える農林水産業の持続的な展開を推進する。

背景・課題

上記課題解決に向けた方策

調査内容

多様なリサイクル手法の活用により地域資源を最大活用

有効活用が可能な地域資源（バイオマス）

食品加工場等

稲わら等の非食用部や規格外作物

課題検討
・需要量の把握
・集積、搬送方法の効率化
・コントラター等の活用
・保存方法や施設整備
・関係者の役割分担

・バイオ炭 ・飼料化（エコフィード等の活用）

・ｴﾈﾙｷﾞｰ活用
・ﾍﾟｯﾄﾌｰﾄﾞ

etc

付加価値を生む新たな利用技術

食料供給基地北海道において、農地への還元(すき込み)を主な利用としてきた農業残渣等の地域資源について、付加価値を生む新たな利用技術
等の活用に向けた行動変容を後押しし、更なる循環活用や最大活用により環境負荷の軽減を図り、持続可能な農林水産業の展開に貢献する。

食品加工残渣

92 84

8 16
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農作物非食用部の利用状

況

利用率 未利用率

R3 R4
全国92％＞北海道84％

調理くず
※農作物非食用部：稲わら、もみ殻な
ど

出典：ﾊﾞｲｵﾏｽ活用推進基本計画（第３次）及び北海道
ﾊﾞｲｵﾏｽ活用推進計画評価報告書（R5.9北海道）から引
用

全国 北海道

「地域資源リサイクルプラン」
・地域資源と新たな利用技術との

効果的な組合せによる代表的な
プランを作成

「利活用の手引き」
・導入時の留意点を

取り纏めた手引き
と合わせて横展開

１ 本調査の概要

稲わら

規格外にんじん

・食料の安定供給に加え、農林水産業の持続的発展を図るためには、資源
の循環活用や地域資源の最大活用等を通じて、環境負荷の軽減を図る必
要があるが、北海道では地域の労働力不足、運送能力の低下から農作物
の非食用部（稲わら、もみ殻など）の利用が立ち後れている状況。

・近年では、温室効果ガスの発生抑制のため、稲わらをほ場外に搬出して
利用するなど新たな対応も求められている。

・一方、国産飼料に立脚した畜産への転換に向け、エコフィード等の利用
拡大が求められる中、乳用牛の約６割を占める北海道の役割は大きい。

・今後は、付加価値を生む新たな利用技術等を活用し、慣行利用にとどま
らない新たなリサイクルの取組に向けた行動変容が必要である。

滝川市：稲わら 士幌町：豆類残渣
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広大な北海道では、収集・搬送等が課題となり、地域資源のリサイクル
が進んでいない状況

①経済性の向上と地域資源の最大活用を図るため、慣行利用にとどまらず、
付加価値を生む新たな利用技術等を活用し、
農作物残渣の有効活用に向けた行動変容を促すことが必要

②各省庁等が実施するバイオマス利活用に係る補助事業等を積極的に活用
できるよう、地域資源の特性に合わせた利活用方法を地域において検討

地域資源と新たな利用技術を結びつけた「地域資源リサイクルプラン」
を地域と連携して作成・周知し、関係者の意識・取組意欲の向上を図る

リサイクルプランの検討にあたっての課題や留意点等を整理した
「地域資源リサイクルプラン作成の手引き」を作成・周知し、地域
における具体的な検討を手助け

「地域資源リサイクルプラン」の作成

「地域資源リサイクルプラン作成の手引き」の作成

２ 調査内容
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バイオ炭

・土壌への炭素貯留効果

（CO2を長期間固定し、脱炭素

に貢献）

・土壌の透水性・保水性改善効果

(土壌改良材としての利用)

バイオコークス

・木材や農業残渣などのバイオマス

を原料とした固形燃料

・石炭コークスの代替燃料

・化石燃料の使用削減によるCO2排

出抑制に貢献

・産業用ボイラーや製造業での

エネルギー利用

２ 調査内容（付加価値を生む新たな利用技術の例）

バイオ炭（大豆残渣） バイオコークス
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滝川市 士幌町

水稲作付面積：2,079ha
(作付面積は2020農林業センサスによる。)

水田地域である滝川市では、
地域内で発生量の多い稲わらを
対象とする地域資源として選定。

畑作地域である士幌町では、
地域内で発生量の多い豆類残渣を
対象とする地域資源として選定。

２ 調査内容（地域・地域資源・利用技術の選定）

豆類作付面積：1,947ha

リサイクルプランの検討は、稲わらと豆類残渣を対象に、
地元意向を踏まえて、それぞれ３つの利用技術を比較

稲わら

バイオ炭

バイオコークス

小型バイオマスバーナー

バイオコークス

堆肥化

豆類残渣

バイオ炭
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３ 現地調査（調査項目）

○ 地域資源（稲わら・豆類残渣）の発生状況
・単位面積当たりの発生量
・収穫後の状況（含水率等）
・残さの形状 等

○ 地域資源の収集状況
・作業時間(収集、運搬)
・使用機械
・経費(燃料費、人件費)

○ 保管場所の状況
・既存施設の利用状況
・施設規模

(小豆ほ場：士幌町)

(大豆の収穫と残渣収集：士幌町)

(稲わらロール保管施設：厚真町)
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３ 現地調査（稲わら）

作業状況計測結果計測項目作業工程

Ｔ＝9min/haha当り反転時間反 転

Ｔ＝45min/haha当り集草時間集 草

Ｎ＝9.3個/haha当り稲わらロール発生量

梱 包
Ｗ≒200kg

稲わらロール1個当り重量
φ1.5×Ｈ1.2ｍ

Ｗ＝1.86ｔ/ha
ha当り梱包量
(ha当り発生量)

Ｔ＝56min/haha当り梱包時間

Ｔ＝2min/2個
積込時間
（ほ場～ほ場外への運搬積込含む）

積 込

Ｎ＝3個/台・回積載量運 搬

稲わらについては、ロールにして取り扱うことを前提として、
「反転」→「集草」→「梱包」→「積込」→「運搬」の
各工程における作業時間や、ロール形状等の条件について計測した。

※稲わらの収集調査は、滝川市での実施に向けた調整が整わなかったため、厚真町の「あつま稲わら有効利用組合」の協力のもと実施した。
なお、滝川市では、水稲の坪刈りにより採取した稲わらを用いて成分分析を実施した。
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３ 現地調査（豆類残渣）

汎用コンバインによる収穫・収集
既存収集ｼｰﾄ

大豆

普通コンバインへの取付状況

コンバインから排出後寸法

L=5～15cm前後
排さチョッパ高さH=50cm

計測結果計測項目品種

Ｔ＝2.0hr/ha
ha当り
収集時間

大豆

Ｗ＝3.5ｔ/ha
ha当り
収集量

Ｔ＝9.4hr/ha
ha当り
収集時間

小豆

Ｗ＝12.0ｔ/ha
ha当り
収集量

Ｔ＝11.7hr/ha
ha当り
収集時間

金時

Ｗ＝11.6ｔ/ha
ha当り
収集量

計測結果

○ ロール収集による土の混入を防ぐため、地元で実績のあるシート収集を実施。
調査の結果、シート収集の作業には補助員２名が必要であることを確認した。

○ シート収集は、収穫と同時に実施する必要があるため、
収穫作業効率の低下が課題として明らかになった。
（コンバインによる大豆の収穫速度：通常時 約3.7km/h → シート収集時 約2km/h）
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４ 成分分析（含水率等）

○ 残渣の含水率は、稲わら（厚真）が17％であるのに対し、豆類残渣は大豆32.3％、
小豆60.9％、金時57.2％と高かった。
豆類残渣の含水率が高い要因として、収穫時の残渣を計測したためだと考えられる。

○ 厚真の稲わらは、収穫後にほ場内での乾燥が進んでいたため、含水率が低かった。

○ 稲わら（滝川）は64％と高かったが、収穫直後の残渣であり、ほ場が乾いていな
かったことが要因として考えられる。

○ 稲わらの検討については、乾燥後の実態を反映している厚真の含水率17％を採用する。

豆類残渣稲わら
単位項目

金時小豆大豆滝川厚真

57.260.932.364.017.0wt％収集時含 水 率

1.41.20.060.96－wt％窒素N

肥料成分
（乾物）

0.600.310.250.34－wt％リン酸P

3.32.72.41.9－wt％カリウムK
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４ 成分分析（サンプル試験）

バ イ オ 炭 ： 全ての試料がバイオ炭の規格値を満足
バイオコークス ： 全ての試料が石炭コークスの50～60％程度の発熱量で、

もみ殻の発熱量と同等以上

参 考

金時小豆大豆稲わら単位項 目 石炭
コークス

もみ殻

44.8

※1
39.751.459.338.5％固定炭素

バイオ炭 8.7

※1
18.023.622.518.9％揮発分

0.19

※2
0.450.460.380.49－

揮発分
/固定炭素

29.01

※3

15.9

※3
15.916.717.3

17.1

※3
MJ/kg発熱量

バイオ
コークス

20

※3

90

※3
152.4181.4155.7

約100

※3
MPa冷間圧強度

12

※3

8

※3
7.56.04.6

約5

※3
MPa熱間圧強度

※1 『バイオ炭の農業利用事例とその活用ガイドブック』(和歌山県工業センター分析JISM8812・2022年)「もみ殻炭」
※2 日本バイオ炭普及会規格 JBAS 0002 難分解性炭素（安定した炭素）と揮発性成分（分解されやすい部分）の比率を

示し、0.6未満のものが「土壌炭素貯留用バイオ炭」
※3 近畿大学バイオコークス研究所 提供データ

稲わら 大豆 小豆

炭化試験（バイオ炭）

大豆 小豆 金時

バイオコークステストピース
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５ リサイクルプランの検討（検討ケースの設定）

滝川市 稲わら 士幌町 豆類残渣（大豆）

大豆作付面積：708 ha水稲作付面積：2,079 ha

(作付面積は2020農林業センサスによる。)

○ 利用方法ごとに、施設規模（処理能力・設置台数）の異なるケースを設定

・最小規模：最小の施設能力・台数
・中間規模：最小と最大規模の中間となる施設能力・台数（必要に応じて中間規模を設定）
・最大規模：地域内の残渣を最大限活用可能な施設能力・台数

○ 施設のスケールメリットと収集運搬コストのバランスを考慮しコストを試算
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５ リサイクルプランの検討（滝川市・稲わら・バイオ炭の事例①）

稲わら収集からバイオ炭製造までのフローとコスト算定条件

前
処
理

○ 水稲収穫後、ほ場で自然乾燥させた稲わらを収集
テッダーレーキを用いて反転・集草後、ロールベーラーで梱包

○ トラクター等の汎用農機は既存機械を活用
稲わら収集・運搬に必要な機械（テッダーレーキ等）は購入

○ 収集面積に応じて、テッダーレーキ・ロールベーラーの必要班数を算出

○ 稲わらロールは、トラクターフォークを用いてトラックへ積載・運搬
保管庫は、稲わらロールの段積み保管による必要保管面積の算出

○ 前処理工程では、バイオ炭製造に適した水分量と形状寸法に調整
乾燥促進を目的として、１次破砕後に乾燥を行い、その後２次破砕を実施

○ バイオ炭は、収集後から翌年の収穫時期まで計画的に製造

○ バイオ炭の農地施用による土壌中への炭素貯留の結果、CO2の排出の抑制
効果が見込まれる。

収 穫

収 集

販売・利用

破砕

製 造

破砕

乾燥

運 搬

保 管
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５ リサイクルプランの検討（滝川市・稲わら・バイオ炭の事例②）

バイオ炭1ｔあたりの生成費用比較

42 42 45

7 10 12
46 46 46

83
36 31

171

62 47
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case1 case2 case3

480ha 1,460ha 2,070ha

千
円

/t

製造

前処理

保管

運搬

収集

目安単価

336～500千円/t349

196
181
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経済性の検討（精査中）

※ バイオ炭製造装置の処理能力に基づき、
処理可能な原料量から対象面積を設定

減価償却費

44%

修繕費

7%

燃料費

19%

人件費 (収集

/運搬)

16%

人件費 (製造)

14%

(79千円)

(13千円)

(34千円)

(29千円)

(26千円)

費目別費用内訳（case3）

○ 規模拡大に伴い生成費用は低減し、目標単価を達成
○ 減価償却費が最大の費目であり、

保管施設の既存ストック活用がコスト低減の鍵
○ バイオ炭の農地施用による土壌中への炭素貯留により

環境負荷軽減効果が期待される

181千円/t



６ 令和８年度の調査

■ 第１回 検討協議会 （6月30日）
・令和７年度の調査報告
・令和８年度の調査等の検討

■ リサイクルプランの作成に向けた補足調査 （7～10月）
・豆類残渣の機械収集試験

■ 手引き作成に向けた検討 （7～10月）
・水分量の多い残渣の事前乾燥試験
・複合バイオコークスの検討
・エコフィードの検討

■ 現地検討会（滝川市・士幌町）を実施 （10月）
・「地域資源リサイクルプラン」 案の提示・検討

■ 第２回 検討協議会 （11月）
・「地域資源リサイクルプラン作成の手引き」 案の提示・検討

■ 第３回 検討協議会 （1月）
・「地域資源リサイクルプラン作成の手引き」 の決定
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